
残りの者（残された者）     
「レムナント」（remnant 英語）、「シェエーリート」（ヘブライ語）、「レイッマ」（ギリシア語） 

 
▶聖書では、「残りの者（残された者）」とは、 
主の御名を呼び（＝イエスを呼び求め、イエスを神の子と信じ）、神の戒め（＝掟）を守り、イエスの証

しを守る（＝守りとおしている）者で、不正を行わず、偽りを語らないと記しています。 
 
▶残りの者（残された者）＝切り株／聖なる種子（イザヤ書 6：13）、残った羊（エレミヤ書 23：3） 
→聖なる種子、残った羊は上記の聖句一か所のみに登場する。 
 
【参考】 聖書にある「切り株」 

→イスラエルの残りの者＝ユダヤ人の真の信仰者→イザヤ書 10：20、49：6、 
エレミヤ書 6：9、31：7、エゼキエル書 9：8、11：13、ミカ書 2：12 



【参考】 ひこばえ 

獅子としてのイエス・キリストは、敵と戦う方であり、小羊としての

イエス・キリストは、わたしたちのための贖い主である。 

イエス・キリストはわたしたちを贖うために戦い、敵に対する戦いに

勝利を得て、わたしたちのために贖いを達成されました。 

敵にとってイエス・キリストは獅子であり、わたしたちにとってイエス・キリス

トは小羊です。 

ですから、イエス・キリストは獅子であり、小羊です。 

 

エッサイ（→ダビデ王の父名）の株（→切り株）からひとつの芽が萌
も

えいで／その根からひとつの若枝が

育ちその上に主の霊がとどまる。（イザヤ書 11：1～2） 

 

※ひこばえ（蘖） 

「孫（ひこ）生え」の意味。伐採した草木の根株から出た芽。木の切り株や根元から生え出る若葉。また

ばえ、余蘖（よげつ）ともいう。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蘖 


